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ことが多い。フロンティア frontier という言葉そのものは，フランス語の frontière を語
源とし，それはさらにラテン語の frontare にÏるとされる。Lucien Febvre によれば，フ








味するようになったという (Febvre 1973 : 208-18)。
英語においても frontier はそのような味合いで用いられていたが，そこにさらなる含
がこめられるようになるのは，1893年，Frederick Jackson Turner が餘りにも名な







































分離型にもなりうるという可能性であろう2)。一方，Nicola Di Cosmo はこの點について
衣なる視點からアプローチし，フロンティアを，歷	#築物としてのフロンティアと，
*のフロンティア (イメージとしてのフロンティア) という二種に分けて考えようとして










1 ) Ladis Kristof は者を boundaryと呼び，それが inner-orientedで，separating factor であ
るとし，後者を fronteir として，outer-oriented で，integrating であると営べている
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3．イスラームとインドの閒













































關して 28 のまちの名を擧げる (Ibn Khurdādbih : 56-7) のに比して，それ以外のインド亞
大陸をさすヒンドについては，良く知られたまちとして五つの名を擧げるのみである





したと覺しいが (稻葉 1999)，Kambāya (現 Cambay)，S
̇
aymūr (現 Chaur)，Kūlam Malay
(現 Quilon) などの海P都市についての記営が比豐かに見られるのも，このムスリム
のスィンド征4の影(と見なして良いだろう。さらに 9世紀，Rāmhurmuz出身のW乘り
Buzurg b. Shahriyār によって蒐集された報をまとめた『インドの驚衣譚 ʻAjāʼib

















awqal : 217-230) が，ヒンドはその向こう側の地として觸れられるのみであ
る。Muqaddasīも同樣にスィンドは詳しい (Muqaddasī : 474-486) が，ヒンドの項はない。
↗
4 ) ただし，パキスタンの Tochi溪谷で發見されたとされるアラビア語，サンスクリット語，
バクトリア語のf記碑は，9 世紀の時點でインダス中液域右岸にアラビア語の名を持
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きく變するのは 10 世紀hわりに東部アフガニスタンにガズナDが成立して後である。





































udūd al-ʻĀlam』が Hindustān と
いう項目をたてて，スィンドとヒンドをあわせて記営している (H
̇
udūd : 63-73 ; Minorsky
1970 : 86-92, 235-254) こと5)を勘案するなら，この點はガズナD以から徐々に顯在して








ン征4により，Kabul や Ghazni がそれまでインドであったのが，イスラーム世界にw入
されたと記している (H
̇
udūd : 140 ; Minorsky 1970 : 111)。ちなみにイブン・ホルダーズビフ
や Qudāma b. Jaʻfar は東部アフガニスタンをインドにx接するとしつつもインドに含めて
いないが (Ibn Khurdādhbih : 38 ; Qudāma : 243)，これは 8世紀末から 9世紀>にかけての
アッバースDの攻勢により，カーブルシャーの勢力が一時yまっていたことを反映する
のかも知れない (cf. 稻葉 2013)。10 世紀に H
̇
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北西部において 10 世紀後>に書かれた) が}妙に關係している可能性がある。
↘
6 ) Kāpiśī/Kabul に都を置き，カーブル川沿いに Gandhara 方面までを荏した王Dはクシャ
ンD以後複數現れる。とくに 7世紀後>，カーブルに據點を置いてムスリムの行を食い
止めたのは Kābulshāhと呼ばれる勢力で，當初この王國の王家は Khalaj Türkであった。9
世紀>，ヒンドゥー系の王家がこれにとってかわり，以後 11 世紀初頭にガズナDのマフ
ムードに滅ぼされるまで，カーブルとWayhind (現 Hund) を兩都として北西インドを荏
した。Rahman 1979參照。
7 ) パキスタン北部 Swat の Udegram には現存する北インド古のモスクの址 (1048-49年の
紀年を持つ碑あり) が發掘されている。Cf. Bagnera 2015.
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(Zadeh 2011 : 4 ; 山中 2015 : 9-10)。
いま試みに，よりインドに%しい地域であらわされたペルシア語獻を例に取ってみ












ughril 3 世 (位 571-590/1175-94年) に獻す
べく著された百科書書物である。天體，天地の閒，大地，水，海に生じる驚衣，諸
都市で見られる驚衣，樹木，墓，人閒，精靈，鳥，動物に見える驚衣という形で，人
のむ世界に關わる樣々な驚くべきことがらが描寫されている (守川他 2009-18 : i, 198-9)。
8 ) たとえばダグラス 2009 : 第六違參照。






それから>世紀ほど遲れた 1220年代，作者不詳の『世界の驚衣 ʻAjāʼib al-Dunyā』と
いう書物が著されている11)。テキストと譯を出版したЛ. П. Смирноваによれば，本書
はカスピ海の西側，アゼルバイジャン地方で書かれたらしいが，內容には上営の『被
$物の驚衣』とかなりの部分，共する (ʻAjāʼib al-Dunyā : 24)。著者は，中東をかなり廣
範に旅した人物であったようだが，インドを訪れたという形跡はない。
一方，『被$物の驚衣』と『世界の驚衣』の閒，おそらくは 1203 年頃に Muh
̇
ammad
Najīb Bakrān があらわした『世界の書 Jahān nāma』は，傳瓜地理書の體裁をとりつつ，
多くの驚衣譚を揭載している。ナジーブ・バクラーンは序言において同書を，「地上の，
人のむ地域の,，諸地方やまちまち，海，大河，山，荒野その他のり樣」に關する
報を說*し，理解されるように書いた，と営べているが (Najīb Bakrān : 3)，これは古典


















lān の旅行記，Abū Dulaf の旅行記，『中國とインドの諸報』，『インドの驚衣譚』
といった書物をあげる (守川他 2009-18 : i, 201-202)。
11) 從來は同書の著者は Abū al-Muʼayyad al-Balkhīと見なされてきたが，校訂者スミルノワは
Н. Д. Миклухо-Маклайの硏究 (1955) に基づき，バルヒーが著者であるとは見ていない
(ʻAjāʼib al-Dunyā : 22-26)。
12) 守川他は，ナジーブ・バクラーンがトゥースィーの影(をけたと見ている (守川他
2009-18 : i, 199)








には「Jājalī」(守川他 2009-18 : v, 402)，「Sarandīb」(ibid., 426)，「Sarīra (シュリーヴィジャ










いる箇8がある。たとえば KLBAはヒンドにあるされ (ʻAjāʼib al-Dunyā : 338)，名稱未詳
の偶宴神殿を祀るまち (ibid., 350)，サリーラのまち (ibid., 403)，Suqūt
̇
rā (ibid., 511)，
Sandān (ibid., 511)，Sūbāra (ibid., 511)，クーラム (ibid., 525)，ラホール (ibid., 527)，ムル




































!は彼に 伏するが，彼らは誰にも 伏しない。Brāhima は酒やワインを飮まない。
Ksatrīya は杯三杯のみ酒を飮む。ブラフマンは彼らと婚せず，彼ら自身の閒で































『被$物の驚衣』の中では 264囘を數え，中國 (Chīn) の 176囘やテュルクの 100囘大き
くを上囘る。ちなみに『世界の驚衣』ではインド (Hind/Hindūstān) は 19囘，トルキスタ
ンが 14 囘，中國はわずかに 2 囘しかあらわれない。『世界の書』ではインド


























































$物の驚衣と萬物の珍奇 ʻAjāʼib al-Makhlūqāt wa Gharāʼib al-Mawjūdāt』(トゥースィーの
作品と同一タイトル) であろう。この書物が書かれたのは『世界の驚衣』から遲れること
>世紀以上，おそらくはモンゴル荏下の Baghdādにおいてであった (この作品は彼のパ


























(ibid., 104)，Qumār17)，Kalbā，Kalh，クーラム (ibid., 103-7)，ムルターン，Malībār (=





より特.なのは，インドの都市の記営の多くの箇8で Misʻar b. al-Muhalhil が報源と
して用いられているという點である。Abū Dulaf というクンヤによってより良く知られて





















1967 : 46 ff., 87-88)。『諸國の跡』はサイムールの項で，ミスアル・ブン・ムハルヒルに
ついてのように営べる。
16) Champa (現ベトナム) のことか？
17) 東南アジアの Khmer を示すか？
































































































な書物を學び，そこから得られた知識を集成している (cf. 守川 2015)。たとえば『諸國の
跡』の報元となったヤークートの『地理學辭典』は，著者自身の旅行經驗と膨大な
量の參考獻の組み合わせで成り立っているが，F. J. Heer によれば，地理書の中で頻繁
に言KされるE料はやはり 9-10 世紀のものが中心となっている (Heer 1898 : 18-22)20)。そ
うして『諸國の跡』は實はこのあまりに大部で詳細かつ精密な『地理學事典』の節略
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